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ヌスピトハギ Dο畝屁ガ′″″ ′0グοoα″″″ DC。 とその亜種の果実
(X15).1:メ スピト′`ギ subsp.0″γ′″7/J′″″ Ohashi,2:マ
ルバヌスピトハギ Subsp.′ ο′οια″″″, 3:ヶ ヤプバギ Subsp.

メ″′ノα″Ohashi

種子の拡がり方にはいくつかの方法があるが,秋
の山野を歩 くと我々もその散布に役立っているこ

とに気付 く。ズボンなどに点々と果実がついてい

るのがそれである。マメ科のヌスビトハギは種子

を哺乳動物 につけて拡げる代表的な植物の一つ

で,果実の表面には鉤形の毛が密生 してお り,三
四郎池附近にもある。ハギに近縁で,図 のような

果実が盗人の足跡を連想させるために不粋な名を

つけられた。 ところが約 300種 あるヌスビトハギ

属の 中でこの散布方法 をとるものはアジア に6

種,北 アメリカに 3種だけで,他は果実が熟すと

中から種子がこばれ落ちて拡がる。花の構造など

別の特徴をも総合するとヌスビトハギ類は高度に

進化した種で,哺亭L動物の出現後に生れたと考え
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てよさそうである。 (大橋広好 :植物)



さ わ や か な ニ ュ ー ス

泰 忠  (学部長)

この一週間の間に,深まった秋の風にのって,ま ことにさわやかなニュースが二つ,あぃついで理学部を訪れ

ましソヒ。

10月 23日 の夜は,学士会館の別館で, 好例の名誉教授をお招きする会が開かれ, 老先生方の含蓄深いお話

をうかがって帰宅すると,次から次へと新聞社の電話が鳴って江崎さんのノーベル物理学賞受賞の取材攻勢をう

けました。

もう今から何年前になりますか,江崎さんが神戸工業からソニーに移られ,私は東芝から東大に移った頃,月

に一度はソニーの研究部へ出かけて,江崎さん岩田さんたちと,半導体の議論を楽しんだ頃のことが今更のよう

に想い出されました。江崎さんから例の トンネル現象による奇妙な電流電圧特性の話をはじめてきいたのも,そ

んな折節であったように思います。当時の物理教室で彼の研究が話題となったとき,高橋先生が早 くから回路素

子としての原理的な新 しさを評価されたのを覚えています。そして,江崎さんが間もな く理学部に提出された学

位請求論文の主論文は,僅かに 1頁の倉1意にみちた Letterで した。これもまた “さわやかな"想い出です。ア

メリカでは,こ のアイディアを物性研究,と くに固体のエネルギーバンドの測定に応用する方向に発展させる仕

事を手がけてゆかれました。今日トンネル・スペクトロスコピーとょばれる研究分野は,江崎さんがその先駆者

でありまして,かつて来日の際,物理教室の談話会でその話をされたこともありました。このアイディアはやが

て超伝導のエネルギーギャップの研究にうけつがれて,今年同時にノーベル物理学賞を受賞した他の二人の方の

業蹟につながるものといえましょう。最近は,人工的に作られたエネルギーギャップの トンネル現象の研究にす

すみ,そ のために,正確な層のくりかえしをもった人工的結晶の作成にとりくんでおられます。

江崎さんは昭和 22年に物理学科を卒業されてから,公的には理学部と関係をもたれたことはありませんが,

アメリカに移られてからも,来 日のたびに東大を訪問され,理学部や工学部の研究者達にその都度学問的な刺激

を与えて下さる嬉 しいお客様です。その意味で,今度の栄誉に対して,理学部としても大きな拍手を送 りたぃと

思います。

23日 から1週間たって,30日 の火曜日の正午のテレビニュースは,第二の朗報を届けてくれました。本年度

の文化勲章を,/2J理教室の久保先生が受けられることとなったのです。久保先生は,卒業以来今日まで,ずっと

理学部におられて,皆様に今更御紹介するまでもない方です。統計力学や固体物理学の分野での数々の立派なお

仕事,ながでも “久保理論"の名でよばれるようになった “線型応答の一般理論"についても,こ こで多 くを述

べる必要はありますまい。理学部は,こ れで数学の小平先生とともに文化勲章を受けられた二人の立派な先生を

もつことになりました。今回の栄誉に対して心から “おめでとう"を申し上げましょう。

秋風にのって送られて来た二つのニュースは,冒頭にもかきましたようにまことにさわやかなものでありまし

た。それは同時に,基礎科学の研究と教育に携わるわれわれ教職員,将来の研究者を志す院生 。学生の諸君にと

って,何よりものはげましでもあります。

最後に,お二人の栄えある同窓に対し,重ねて理学部の敬意と祝福とを捧げる次第です。

村植
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(10月 30日 記す)



S=た log″

7年ほど前の秋,ブタベス トからプラーハヘの途中,

ウィーンにわざわざ立寄ったこと力`ある。わざわざとい

うのは特に目的があったからである。

熱学・統計力学という本の英語版は North‐Hollandか

ら出ている。その Statistical Mechanicsに は,Diver―

tissementと 称 して所々に茶飯話を挿んだが,その一つ

に “In the central cemetery of the beautiful city of

Vienna,travellers will sec a monument commem―

Orating Ludwig BOltzmani(1844-190o On which

there remains forever his mOst preciOus bequest to

mankind,namdy the fbrmula

S=ん log 17

……"と書いた。昔,何かで Boltzmannの お墓にこの式

が刻まれていることを読んだことがある。 また BrOda

(恒藤訳, みすず書房)のボルツマンの伝記にもそのこ

とが記されている。ここでうっかり mOnumentと書い

たのは不適当でこれは graveと すべきであった (後に

そう改めた)。 それよりも問題はこの式である。英語版

の初版にはこれが

S=2 1og V7

となっている。ボルツマン定数 λを気体定数 Rに変え

たのが意図的であったのか,単なるミスプリントであっ

保 亮  五 物理)

たのかはよくわからないが,わざわざこう直したのは先

方に余程ょく知っている人がいるのだろうと合点して校

正の とき気附‐きはしたものの, そのままにしておいた

が,やはりどうも気になる。それでこの日でよく見よう

と思ったのが,ウ ィーンに行った理由である。

この旅の最初はユーゴスラヴィアの Ljubljanaで あ

った。ヨーロッパでは C01loque Amptteと ぃう会議が

2年ごとに開かれていて,NMRI ESRな どを中心とし

た研究者が集まる。この会議にオーストリアの人たちも

二, 三きていたので, BOltZmannの お墓はどこにある

か, ときいてみたが知る人はなか った。Budapestで

は,宇宙線シャワーの理論などで知られている JanOssi

教授に会ったので同じことをきいて見たが,やはり御存

知ではなかった。 しかし,BoltZmannの 親族の二,三

を教えてくれた。Wienに着いて早速電話してみたけれ

ども,あいにくどこかに出かけていると見えて連絡がつ

かない。オーストリアの誇りとする大学者のことだか

ら,と思ったが,ホ テルの番頭さんもけげんな顔をする

ばかりである。大学を訪ねて見たが,夏休みとあって誰

もいない。こちらも全くうっかりしていて実はどの墓地

だったかも忘れていて,行けば何とかなるくらいに思っ

ていたのが誤りであった。音楽家のお墓ならともかく,

科学者のお墓など気にする人にやはりないものである。

折角,Wienに来てみたもののこれではしようがな

い。ほとん ど諦めて町申を歩いていたら電車がやって

きた。Zentral Friedhof行 きとある。それでハ ッと

思い出した。これにちがいないと飛び乗った。 Zentral

Friedhofは センターではなくて町外れ,Wienの町か

ら飛行場への途中にある。行って見ると大きな墓地で,

これをさがし回るのでは大変である。事務所に行って覚

東ないドイツ語を―あやつって伺うと古めかしい帳簿を操

ってさがしてくれた。

Boltzmannの 墓は, 名誉墓地の一廓にあった。それ

は Beethoven,Schubert,Strttss‐ たち楽人の憩う地の

近くにある。楽聖の墓には花東が絶えないが,科学者の

墓はひっそり午後の日にかげっていた。大学者の半身像

の上に S=λ 10g7と きざまれ, その下に LVDWIG
BOLTZMANN 1844-1906と ある。

Boltzmannは,エントロピーというものに ミクロ

な解釈を与え,統計力学の基礎を確立した。 しか し,

久
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B01tzmannの 関係式と呼ばれ るこの式は, 彼自身に

よってこの形に書かれたことはなか った。この表現は

PlanCkに よって与えられたものである。

昨年 (1972)は,BOltzmannが気体分子運動論の基礎

方程式,Boltzmann方 程式をはじめて提出してからち

ょうど 100年に当る。これを記念する会議が Wienで

開かれたので再び彼地を訪ずれた。会議としては別段 ,

お墓に詣でる計画はなかったが,こ の話をきいてくれた

友人たちは三 伍々 ,々S=λ log 7を 見に行った筈であ

る。

統計力学は近代物理学の中では,著 しく古い歴史をも

つ。今年は van der waals方 程式の百年を記念した。

そんなに古いものが今頃何をもたもたしているのか,と

威勢のいい人からは叱られそうでもあるが,古 くてしか

も新 しい問題が尽きないのがこの学問の面白 さであろ

う。考えようによっては,物理学の中で,いちばん物理

らしくなく,ま たいちばん物理らしいものでもある。統

計物理学の対象は必らずしも原子や電子のような物理的

存在に限ることはない。 ミクロなものの集合が,マ クロ

な体系としてどう振舞うか, ミクロの世界とマクロの世

界に橋を渡すことがその仕事だとすれば,も のの理とし

ては甚だ一般的な考え方である。 B01tzmannの S=ん

log 7が , 情報理論の最も基本的な概念にも連なって

いることは当然であろう。

いささかもって我田引水の気味になったのは申し訳な

い。ただ,百聞は一見に如かざるの記をもって編集子の

追求をのがれんがためであったのでこれで筆を翻 く。

今年 9月 10日 から 2週間にわたって京都の国際会

議場を舞台にして IAGA(InternatiOnal Associalon

of Geomagnetism and AerOnOmy)の 総会が開かれた。

アメリカ不況の影響 らしく,ア メリカからの出席者中の

十数人がどうしても旅費の都合がつかず直前になって出

席取消しとなったのがちょっと目立ったが,その他の国

々からは予想以上の出席者数にのばり先ずは盛会だった

と一安心 したところである。発表論文の内容も私の日か

らは良い仕事が沢山報告されて私自身は御機嫌な気持で

いる。

ただ毎度のことながら一部のアメリカの若手連中の小

生意気な苦言が耳ざわ りであった。彼等は言う。『いく

つかのシムポジウムの間に重復して問題が取 り上げられ

ている。重複のないようにすべきだ』 と。理窟はそうか

もしれない。然 し各シムポジウムの企画責任者は,自 分

の集りを少しでも良いものにしようとして,関係分野の

重要な問題をおり込み,秀れた科学者達を招待する。そ

の結果,主題が異なるいくつかの シムポジウムの間に

も,境界近 くの分野では必然的に重複がおきる。私に言

わせれば当然の結果なのである。私がそう言うと,ア メ

リカの若手連中も一応は口をふさぐ。然し,会の総幹事

が米国人なので,彼の手許までこのような苦情が届く。

すると彼は,執行委員会の席上で,こ の苦情を披露して

「次回には何とか統制しようではないか」等と提案する。

IAGA京 都 総 会 の こ と

武 (地球物理)

私や欧州系の理事達は,初めの間はニヤニヤして聞いて

いるがぅそのうちに米国合理主義的な統制案が具体的に

提案された りすると「“角を矯めて牛を殺す"と いう格

言が東洋にはある。」とか「俺たちは ミスターニクソンじ

ゃないんだ」などとひやかして葬ってしまった。

さて,こ の会の組織委員会が学術会議内に設立された

頃,私はアポロ月科学の会議のため米国に出かけていて

留守だった。帰国したら私は名誉組織委員長とや らに棚

上げされていて,その代りに募金委員長となって約 2千

万円の寄付金を集めろと言う。前にも国際会議の募金委

員をやらされた事はあるが,その際は茅先生や兼重先生

という大物委員長の下に走 り使いをしたに過ぎない。だ

から「私のような小物ではそんな大金は集まる筈がない

から,も っと大物の先生を担ぎ出してくれ。私はその下

でlSIく から。J とさんざんごねた。 そしたらお前自身で

大物委員長を担ぎ出して来いと若い先生方から反撃をく

らった。茅先生に頼みに行ったところで一喝されるだけ

だという予感があったので,先ず兼重先生にお願いにい

った。 ところが「私は全力を尽 して応援 してあげるか

ら,貴君自身が委員長 として努力しなさい」 という返

事。それでも決′いがつきかねて,今度は元宇宙研所長の

高木 昇さんに出馬を頼みに行った。ここでも兼重先生

と全く同じ御意向で「兼重さんと私とが応援すればあん

たでも大丈夫務まるよJと いう返事。こうなればもう仕

田水ヽ
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方がないので両先輩の格別の応援を得るという条件で募

金委員長の大役を引き受ける決心をした。去年の夏のこ

とである。実際,両先輩は実質的に大変有効な応援をし

て下さって財界の大物の方々にも号|き 合わせて下さっ

た。先ず,学界からは茅,兼重,萩原,高木の各先生と宇

宙開発事業団の島理事長に顧間をお願いした。財界から

は東芝,日 立,三菱,日 本の四電気会社,日 産,三菱重

工のロケット関係 2社の会長か社長の方に顧間を引受け

ていただいた。いずれも兼重,高木両先生の口利きのお

かげである。新日鉄の永野重雄会長 (当時)はかねてから

御本人が「しっかりやれ,僕も応援してあげるから」と

言われていたので,安心して顧間就任をお願いに出かけ

たところ,思いがけない障害にぶつかってしまった。会

長秘書室なるものがあって,そ この室長から「経団連か

らは土光,川叉の両副会長しか顧間になっていない以

上,日 本商工会議所の会頭自らが顧間を引き受ける訳に

は行かん。経団連の植村会長が顧間になるなら日商会頭

も顧間を引き受けよう」という言い分なのである。

またまた兼重先生に相談のうえ経団連に 日参のあげ

く,植村,永野両顧間の実現を見た次第であった。この

ような組織作りの出来上ったところで,改めて経団連の

花村専務理事から寄附金依頼の各社害1当て案を指示して

いただいた。然 し「適当なアドバイスはしてやるが,交

渉そのものはお前ら自らの責任でやれ」という花村さん

の意見である。あたってくだけるしか他に方法はない。

幹事の大林君 (宇宙研教授)と私とは覚悟をきめた。大

口寄附の会社を口説き落す仕事は二人の責任にしようと

いう覚悟である。とにかく半年の間二人揃って頭を下げ

てまわった。東芝の土光会長, 日産の川叉社長,日 電の

小林社長など我々の方が激励されて,かえって恐縮 した

こともあるが,冷たい言葉をきかされたことも少 くはな

い。何 しろ会社の利益には全 く関係のない基礎科学の集

まりに金をくれというのだから冷たくされて当り前なの

である。

とにか く二人で約千五百万円は集めた。全寄附額を合

計すると希望の金額に達した訳である。その時は本当に

ホッとした。寄附金集めのような無駄話をここに長々と

書いたのは,今後日本で基礎科学の国際会議はたびたび

開かれるであろうし,その度に理学部門の関係の先生方

が大変な苦労をされるだろうと思うからである。今年の

私の経験がその際にいくらかでもお役に立てば幸いと思

う。

大腸菌やサルモネラ菌などの細胞を電子顕微鏡で観察

すると,150ォ ングス トローム程の直径をもち,長さが

15ミ クロンに達する細長いせんいが数本, 規則的な波

を描いてコッペパン型のからだから伸びているのがみら

れる (第 1図 )。 この微細なせんいがべん毛であり, 私

の永年の研究対象である。

べん毛はあまりにも細いために,光学顕微鏡でそのま

ま観察することはできないが,暗視野顕微鏡を使うと,

その動きをみることができる。活発に運動 している細菌

では, 1個の菌体から生えたべん毛がらせん状の東にな

って,尾のように伸び,ス クリュー状の回転運動をして

いる (第 2図 )。 このべん毛のスクリュー運動が, 菌体

の運動の推進力になっていることは,いろいろなべん毛

の突然変異体の運動を観察してみるとよくわかる。菌体

あたりのべん毛数の少な くなった突然変異体は,直進の

スピー ドが落ち, 3本以下のべん毛をもつ菌はべん毛東

が回転しても直進できな くなる。べん毛を全 く失 うと,

細 菌 べ ん 毛 の 七 不 思 議

飯 野 徹 雄 (植物)

運動性も全 くなくなる。べん毛の波型のいろいろに違う

突然変異体を作って,運動のスピー ドを比べてみると,

第 1図 電子頭微鏡でみたサルモネラ菌。
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第3図  直線型べん毛をもうサルモネラ菌の突然変

異体。

それぞれに固有ならせんの排水力に比例してスピー ドが

異なっているのがわかる。極端な型の突然変異体とし

て, らせんを全 く失った直線型べん毛の菌が得られてい

るが,こ の菌は,予想通り全く運動性を失っている (第

3図 )。 さらに別の突然変異体を使うと, べん毛の回転

運動を起す装置は,細胞にうもれたべん毛基部にあるこ

とがわかる。私達が学生の頃の教科書には,べん毛 らせ

んのアコーデオン運動によって,細菌が推進する図が描

かれていたが,明 らかにこの図は改訂されなければなら

ない段階に来ている。

べん毛の構造についても最近までにかなり研究が進ん

だ。せんい部分はフラジェリンと呼ばれる,分子量約 5

万のただ 1種類だけのたん白質からできている。フラジ

ェリン分子の粒が, らせん状に積み重ってせんいをつ く

っているので,べん毛は中空の円筒となっている。せん

いの基はフックと呼ばれる短い円筒につながり,細胞壁

にうもれた基部顆粒に連結している。このように単純な

構造をもち, しかも,その構造のわずかな変化が細菌の

運動の変化として増幅して現われるので,細胞器官の形

成の素過程を研究する材料として,べん毛は非常にすぐ

れている。この素過程はフラジェリンの一次構造を決定

する構造遺伝子の DNAを起点 とするたん白質合成系

と,フ ラジェリンが自己集合するたん白重合系とからな

っている。私達はこの素過程の分析を進めてきた。そし

て現在ではそれぞれの素過程と,細胞から分画した成分

を組合わせて試験管の中で再現させることにも成功して

いる。

ところで,研究を進めていると,未知の現象が一つ一

つ解きはぐされて来るとともに,それと同じ位に解決の

つかない新しい現象が見出されて来る。いま私達がかか

えているべん毛の七不思議,それは次のようなものであ

る。

第 1の不思議 :ま えに述べたように,べん毛は基部で

回転させられていることが確からしくなった。しかし一

体基部のどんな機械仕掛によって,ま たどんなエネルギ

ーを使って回転がひき起されるのだろうか。

第 2の不思議 :細菌が運動するためには,表面に生え

ている数本のべん毛が同調して動かなければならない。

また走化性や走光性はこの同調が破れることによって起

るらしい。細胞内の情報伝達系として,F常にユニークな

ものでありながら,こ の同調性の具体的な機構は全 くわ

かっていない。

第 3の不思議 :べん毛は,せんいの先端につぎつぎと

フラジェリンが重合 して生長することが 明らかになっ

た。ところでそのためには,細胞内で合成されたフラジ

ェリン分子が長いせんいの管のなかをはるばると移動し

て先端にまで到達しなければならない。一体この分子の

運搬はどのような仕組みで行なわれるのだろうか。

第 4の不思議 :生きている菌のべん毛は 15μ 程にな

ると生長が止ってしまう。ところが一旦生長が止ったベ

ん毛を切断して短 くすると再び生長を始め,も との長さ

になる。一方フラジェリンを外から与えてせんいを生長

させると,菌に生えるべん毛の最初の長さの3倍もある

せんいを作ることができる。一体何を物指にして菌はベ

ん毛の長さを認識しているのだろうか。

第 5の不思議 :菌体の表面のべん毛の分布は,細菌の

種類によって特長があり,こ の性質を突然変異によって

変えることにはまだ誰も成功していない。一体べん毛の

分布を決めてい る遺伝情報とはどんなものなのだろう

か。

第 6の不思議 :べん毛の形成には 10数種もの遺伝子

が働いている。そのうちでフラジェリンの構造遺伝子以

外のどの遺伝子の突然変異によっても,構造遺伝子の情

報発現が転写の段階から止ってしまう。この現象はこれ

まで知られている遺伝子調節の機構によっては全 く説明

第 2図  暗視野顕微鏡でみたサルモネラ菌。
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できない。

第7の不思議 :私が 20年 もべん毛にとりつかれてい

ること。これは私にとっては不思議ではないけれども,

数多くの友人が不可解に思っているらしい。そうした友

人には “君も一度暗視野顕微鏡でべん毛を見て御覧 !

そうしたらきっとべん毛の魅力にとりつかれるよ"と 答

えることにしている。

統 計 学 の 話

小堀さんから何か寄稿するようにというおすすめに従

って,統計のことについてすこし書かしていただこうと

思う。私の専攻は純粋数学の分野であるが,統計学は理

学部に関係の深い学問であるのキ■,こ の分野の専門家は

理学部内に余り見当らないこと,ま た最近私が統計学と

すこしばかり関係ができてしまったこともあるので,専

門外のことではあるが日出しをすることを許していただ

きたい。

私事にわたって恐縮であるが,昭和 15～ 6年ごろから

すこし確率論に興味を持ったり,ま た教養学部が発足し

たばかりのころ,文科の数学で数理統計の講義を持たさ

れて, 2～ 3年つづけたこともあった。 以来統計とはほ

とんど縁もきれていたが,ち ょっとしたはずみで2年ば

かり前から文部省直轄の統計数理研究所の所長を併任す

ることになってしまった。そのはずみとは,前所長の末

綱恕一先生が病気で急逝されたので,暫 く私に併任で世

話をせよということであった。末綱先生が理学部教授を

しておられた時以来,私の学生時代から先生には長い間

御指導をいただいており,ま た研究所には知り合いの所

員も多勢いることもあって,気軽に引き受けてしまった

のである。

所長の仕事としては,普通は毎週2日 間出勤して,毎

月 1回ずつの部長会と室長会とに出席 し,いろいろの書

類にハンコを捺し,文部省などとの対外交渉にあたり,

時 訪々問 してくる外国の学者 などに会ったりすること

で,時間的にはそれほど忙しいことではない。また自分

で統計の研究をするわけではないが,講究会などでいろ

いろと耳学問する機会が多い。そこでわかったことであ

るが, まことに迂闊なことながら, 20年前に私の知っ

ていて統計とは,現状は大分ちがっているようである。

そこで振り出しにもどって,統計学とは,或は続計数

理とは一体どういう学問であるかということに立戻らざ

るを得なくなった。この研究所は戦時中の昭和 19年に

設立され,理学部の故掛谷宗一教授が初代所長として迎

田 敬  義 徹学)

えられた。統計数理という名称は掛谷先生が作った言葉

だ とい うことである。従来の言葉は数理統計 (mathe‐

matical staustics)で ,こ れは数学を用いる統計の一分

野という意味で,比較的狭い内容のものを示している。

それに対して統計数理 (statおtiCal mathematics)と は,

近時よく用いられる “数理科学"と 同じように,何等か

の形で統計的な考え方を用いる数学一般ということで,

従来の意味の数理統計よりははるかに広い範囲の学問を

指向したものであるというのである。まことに,今 日の

学問の発展を予見した卓見であったと言えよう。

統計学は, いわゆる記述統計にはじまり, 20世紀に

なって, K,Pearson,R.A.Fisher等 によって, 母集

団と標本の区別,仮設の検定,実験計画法などがイギリ

スを中心に発展し,その後 」.Ne17manと E.S.PearsOn

により今日見るような数学的理論としての仮設検定論等

に到った。 198o年ごろから, ランダムな標本抽出によ

る標本調査が社会調査などに用いられ,一方,大量生産

に対応して抜取検査などの品質管理法が極めて有効なも

のとなった。理論発:こ は,1939年に始まる A.Waldの

統計的決定関数の理論が重要なものとなり,一方 1945

年ごろからゲーム理論,数理計画法, 0.R.な どいろい

るの手法が現われてきた。

統数研 (統計数理研究所)が誕生したのは,ち ょうど

この時期であった。戦後,にわかにわが国においても,

標本調査,仮設検定,抜取検査などの手法が盛んに行な

われるようになり,統計学が広 くもてはやされ,一時

期,統計全盛時代の感があった。私が尻馬にのって数理

統計の講義をしたのも,こ のころであった。

それから20年以上もたつが,その間既成の統計的手法

は次第にマンネリズムに陥って,一方では広 く定着する

と共に他方ではその魅力が失われてきた。ところが,こ

こ数年来再び統計に運がめ ぐってきたようである。それ

はコンピューターの急速な進歩による社会・科学一般の

変化によるものである。世の中は,情報化時代となって

河
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きた。この大量の情報を処理する一手段として,統計に

再び役割が与えられるようになってきたのである。

そこに話を進める前に,統数研でその間どんな研究が

なされてきたかについて,2・ 3の例をあげておきたい。

戦後いろいろの社会調査がなされた。例えば,日 本人の

読み書き能力調査とか日本の国民性の調査がある。統数

研は,これらの標本調査に当って十分に精度の高いもの

にするように計画し,こ のような調査の一つの手本を示

したが,実はその他に興味ある副産物があったのであ

る。例えば,読み書き調査において,職業,学歴 (大学

卒,中卒,小卒)の ような質的な条件が, どのように読

み書き能力に影響を与えるかということを記述するの

に,質的な条件を数量化して表現して扱うにはどうすれ

ばょいかという問題が生じた。これは後に発展して,林

知己夫氏 のいわゆる数量化理論を産み,今日では社会

学,心理学,生物方面などにかなり広 く用いられてい

る。具体的問題に当っては数値計算が面倒なので, コン

ピューターの発達なしではこの方法の実用化は見られな

かったであろう。

別の例として,セ メントキルンプロセスの自動制御の

問題がある。これは,従来主として経験者の名人芸によ

る制御にたよっていたが,従来の時系列理論を改良する

ことによって複雑な フィー ドバック系の解析に成功し

た。これは,赤池弘次氏によって開発されたもので,い ろ

いろの社会的・工学的現象に利用できる考え方である。

これもコンピューター抜きにしては到底考えられない。

今日的な応用はいろいろあるので,例えば公害の影響

の測定とか,災害対策の システムなどの問題などもあ

る。 ここで一つ環境問題とも関連して,「野うさぎを数

える問題」を御披露しよう。例えば,北海道のある山林

に1キ ロ平方の土地を選んで,その地区に何匹の野うさ

ぎが棲息しているかを測る方法はないかということであ

る。従来もいくつかの方法がなかったのではないか,余

り実際的でないようである。この問題を雪の上に残され

た足跡を利用して,統計的に推定する一つの方法を統数

研で開発したが,これを 30分間の映画にまとめた記録

がある。テレビでも放映されたので,見て下さった方も

あるかと思う。実測と共に数学的計算もあり, コンピュ

ーター・ シミュレーションもあり,なかなかに面白い。

このテンポの早い時世に,山の中に入って野うさぎを相

手にするとは,何と優雅な研究所かと,言 って下さった

方もある。

私は何も統数研の宣伝をするつもりではないのであっ

て,私にとっての空自の 20年間には,最近のコンピュ

ーターの発展に伴って,上にあげたような例もあったと

いうことを言いたかったのである。

そこには,明 らかに統計学の応用について一つのいち

じるしい変化があったのである。それを「ソフトサィェ

ンス」という言葉を使って説明して教よう。科学の中に

は,精密科学と呼ばれる部門がある。実際大学の講座と

して確立しているものの大部分は精密科学に属する。そ

こでは,基礎になる理論と,実際と理論とを結びつける

精確な手段がすでに得られている。それと並ぶ科学分野

には,そ の一方,すなわち理論はできているが,ま だ十

分に実際と結びつけ られないか,あ るいは理論はまだき

ちんとは出来上っていないが,その基となる現象の確実

な測定法は出来上っている場合がある。

私なりに「ソフトサィェンス」を理解すると,そ こで

はまだ理論も十分に出来上っていないし,測定の方法も

確立していないような分野のことである。実際,社会科

学の多くの分野は,こ のソフトな段階にある。いわば,

グニャグニャな状態にあって,一方から押すとへこんだ

り変形したりして,なかなかに捕えどころがないのであ

る。上に述べた 2・ 3の 例では,多かれ少なかれ,実際間

題から出発してとらえどころの少ないソフトな問題にす

こしずつ取りくんでいく姿勢が見受けられるのである。

今日の向上した生産や文化的生活の多くは,精密科学

の上に成 り立っているが,精密科学をさらに発展させる

と同時に,われわれの日は次第にわれわれを取 りまく社

会的・生物的環境の解明に関するソフトサイエンスに向

けられてきている。

私がこの短い文章の中で言いたかった一つの点は,今

後こういった「ソフトサイェンス」の発展に対して,統

計的手法がかなり大きい役割を演ずるようになるであろ

うということである。ここに統計的手法といっても,こ

れは 19世紀的な単なる記述的統計でもないし,ま た型

にはまった手法を指すのではない。コンピューターを利

用した大量のデータの解析法の一つであって,そ こには

何等かのランダムな事象が関与しているものを処理する

方法が組み入れ られているものを,広 く統計的手法とい

いたい。上に挙げた例も,こ の意味での統計的手法に属

すものである。そして,統数研は,実際に即して,新 し

い統計的手法を開発するための研究所であってほしいと

願っているのである。

私の第二の主張は,大学における統計教育に対する関

心を,も っと広 く呼びおこしたいということである。

現在,中学校・高等学校において,確率・統計に関す

る授業がなされている。例えば,中学校では,平均・分

散などについての記述統計があつかわれ,高校では確率

論の初歩と近代的統計の考え方の一端まであれている。
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大学に入ると,教養学部 1年で,一般教養の統計学にお

いて,仮設倹定とか推定についての手法が教えられてお

り,理工系の多くの学生諸君はこれを学修している。一

方,数学科第 4学年では必要に応じて学内学外の専門家

を招いて,数理統計や計画数学についての講義をしてい

ただいている。その他物理統計や生物統計についての講

義もある。形式上は,統計教育に十分の考慮がはらわれ

ていると言えよう。しかし私の言いたいのは,そ ういっ

た講義のことに限らない。何といっても,理学部で扱う

学問は精密科学が主な対象であるので,グニャグニャな

科学についての関′いが比較的薄いようである。形の定ま

らないものから出発して,何とか学問の体系にまで作り

上げるという気持ちがもっと盛り上ってはしい。同時に

その時に使われるかも知れない広い意味での統計数理に

対しても,応分の関心を示してはしい。

われわれの理学部でも,かつて寺田寅彦先生 によっ

て,ラ ンダム周期の存在することの発見,待ち行列の間

題を取り上げたことや,言葉の問題の中で偶然の一致の

程度を計算しそれ以上の一致があるか否かで一致度の有

意性を見出すことを試みたりしたことがあった。これは

現在の検定論の考え方そのものである。また掛谷宗一先

生は,選挙の確率論的取扱いや決戦投票の問題を扱って

いるし,輸送問題として,今 日の線型計画法と全く同じ

考え方を発表している。しかし,これ らのす ぐれた考え

方も,そ のあとをついで系統的に研究をすすめることが

なく,十分に発展されなかったのは全 く残念なことであ

る。しかし,私は,こ の理学部から今後数多くの独倉1的

研究が,こ の方向でも行なわれることを期待したい。

統計学について,何等かの関心を持っていただきたい

と思う余り,あ るいは独断的なことを述べたり,あ るい

は私事にわたりすぎたりしたのではないかと思い,こ の

点をおわびしたい。

シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ は 再 び 飛 ぶ

ウジとかハエとかいうものは概して世間の嫌われもの

ですが,私が相手にしているキイロショウジョウバエは

実にかわいい虫です。実体顕徴鏡の下で見ると体長約 1

mmで,真紅の眼と明るい茶褐色の体との調和も美事で

す。羽は双翅類ですから一対あり,半透明で柔かです。

もちろん人糞にむらがるなどという不埓な真似はしませ

ん。「果実蠅 (fruit ny)」 の名のごとく果物を好みます。

実験室では酵母だけを食べて一生を過し,ま ことに清潔

なものです。

このハエは皆様御存じのように,1910年頃からT.H.

Morganら によって遺伝学の研究材料として用いられ,

古典遺伝学の全ての重要な発見がこのハエを用いて行な

われたといっても過言でないほどの貢献をしました。そ

の後,大腸菌やファージを材料とした急速な分子遺伝学

の進歩のかげでその重要性は薄れてしまったように見え

ます。しかし,今 まで下等なより単純な材料を求めて成

功した分子遺伝学の知識だけでは高等生物における遺伝

情報発現の機序を理解できないことが最近広 く認識され

るようになり,分子生物学者が高等なより複雑な材料を

探 し求める時代が到来しつつあります。特に多細胞生物

の発生 。分化や,中枢神経機能のように多数の細胞間の

相互作用を含む難問の解決には複雑さを厭わぬ精神が必

田 凱  樹 物理)

要です。このような複雑な生体機能もその大筋は遺伝庸

報の発現に他ならないのですが,「量が質を変える」た

めに,従来の分子遺伝学の手法をただ応用するわけには

いきません。しかしその反面,遺伝的知識のよく分って

いる材料が有利なことも事実で,シ ョウジョウバエが再

び脚光を浴びる理由もそこにあります。

私とショウジョウバエのつきあいは 6年前から始 りま

した。まずショウジョウバエ遺伝学を勉強して驚いたこ

とは,そ の知識が表面構造の形態と眼色に関するものば

かりで,神経系や筋系に関する突然変異はほとんど知ら

れていないことでした。そこでまず神経系の突然変異の

分離の仕事をはじめました。神経系の本質は多数のニュ

ーロンの複雑かつ規貝」正しい結合にあります。それは個

体発生の過程で遺伝情報の発現として形成 されるもの

ですから, その系に点突然変異という ``perturbation"

を導入してその効果を見ることにより正常状態の機構を

知るという方法論が成 り立つはずです。いったん多くの

神経変異種が得られれば,組織学 。電気生理学・徴小生

化学・遺伝学 。発生学 。心理学などあらゆる手法を応用

して変異種の解析をする必要があることは言うまでもあ

りません。

神経系変異種の作成には,正常野生種をアルキル化剤

堀
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処理して高率に突然変異を発生させ,その中から行動異

常を示す系を選別します。行動には本質的に統計性があ

りますので,多数の同系集団でテス トするかまたは同一

個体に繰返しテストする必要があります。いかにして能

率よく行動変異種を分離するかは重要な問題で知恵をし

ばります。今までのところ,歩行 。飛翔などの運動の統

合機能に異常を示すもの,走光性などの視覚行動に異常

のあるもの,神経系または筋肉系に変性をおこすもの,

肢のふるえなどの神経症状を示すものなど多数の系が確

立しています。軽い機械的ショックや光刺激でテンカン

様のマとをおこすものや,低温では正常なのに高温でマ

ヒする変異種などもあります。特に約 400種のX連関走

光陛異常種の約 1割は複眼の電気現象 (ERG)に 欠陥が

あり,それらはX染色体上の6つ のシス トロンに分けら

れることも明らかになりました。この手法をつづけてい

けば中枢神経系の各種機能に特異的な遺伝子の数を明ら

かにしていくことも夢ではありません。

一方,局所的な症状の明らかになったものについて

は,その局所の異常を分子レベルで解明したいという欲

望も湧いてきます。しかしよく考えてみますと,組織学

や電気生理学的方法で局所異常を見出したとしても,異

常行動 との因果関係を明らかにしたことにはなりませ

ん。すりつぶして生化学をやる前に一次的原因と副次的

変化を区別する必要があります。複雑な相互作用をして

いる均質でない系で因果関係を調べる原理的方法は「移

植実験」です。例えば ERG異常遺伝子をもった複眼を

正常個体に移植してみた場合, ERG異常の原因が複眼

以外の場所にあれば ERGは正常 tこ なるでしよう。但し

この移植は発生のごく初期に行ない, しかも神経を含め

て全ての構造を理想的に結合させねばいけません。そん

なことは外科的手法では不可能です。しかしここで再び

遺伝的技術を用いてこの実験を行なうことができます。

それは「遺伝的モザイク」を利用するものです。そザイ

クとは異なった遺伝子型をもつ組織が一 lEl体 内に共存す

る状態をいい,そのようなモザイクを高率に発生させる

突然変異がいくつも知られているのです。これをうまく

利用すると正常の身体に異常な組織を理想的に「移植」

することが可能です。現在までに複眼・脳 。胸部運動神

経系 。筋肉などに一次的原因をもつ突然変異がこの方法

で解析されています。  |
モザイク法の詳細は硬い話になりますので別の機会に

譲るとして,最後にモザイクを用いた性行動研究の一部

を御紹介しま しよう。通常の場合,シ ョウジョウバエ

のX染色体数は雌では2本 ,雄では 1本です。その数に

応じて性腺,外生殖器など様々な雌雄の違いが生 じま

群

絲
滓
絲
椰

巻
蓉
恭
巻

＊
春
拳
巻

＊
恭
芯
春

＊
泰
誉
率
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巻
恭
春

＊
恭
恭
巻

す。性差は外形ばかりでなくその行動 にもあらわれま

す。雄は雌に出会うとまず定位し,両翅をこすりあわす

ようにしながら雌を追いかけます。雌に近づくと雌に近

い側の翅をほぼ体輔に直角に外転し,振動させます。こ

巻春春春恭誉恭巻

恭巷春恭恭春恭*

*暴拳碁ぶ蓉拳誉

拳春春巻拳膀

*巷春ホ巷春巷巷
拳巷春拳巷春蓄巷

春春春巻春拳巻奉

春春春**恭*ホ

巷
ホ

拳
拳

春
春
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の振動数とパターンが種特異的で,雌は同種の雄にのみ

反応して受け入れ態勢を示します。そのためこの振動は

“love song"と 呼ばれています,雄はやがて雌の外生殖

器をluJで さぐり交尾にうつります。このような複雑な行

動パターンは遺伝的に定められた行動で,X染色体の数

に応じて神経系の回路に違いがあることを示唆していま

す。この違いが神経系のどの部分に存在するのかは性に

関するモザイクの行動観察から推論することができるは

ずです。図に示したのはそのデータの一部で,各個体で

黒 く塗りつぶした部分は雌 (XX)で白くぬけた部分は雄

(XO)の遺伝子型を持った部分であることを示します。

A群の 80匹は左右の翅ともに雄型の性行動を示したも

ので,B群の 80匹は左右の翅とも雄の行動を示さなか

ったものです。左右の反応が一致しなかった例は一つも

ありませんでした。この図のモザイクパターンはあくま

で外表のクチクラ層の遺伝子型を示しており,体内の神

経系の雌雄は個々の例について知ることはできません。

しかし,各種変異種のモザイク解析から神経系の各部分

の遺伝子型が表面の各部分とどの程度相関するについて

すでに知られています。例えば運動神経系は各肢の大腿

部表面と最もよく相関しますし,脳は後頭部表面に最も

近いのです。要するに,そザイク境界線は発生途上の胞

胚上にランダムに落ちるため,モザイク個体の任意の2

点間に境界線が落ちる確率は,その2点に対応する胞胚

上の2点間の距離にはぼ比例するのです。さて,以上の

予備知識があれば図のデータから雄型求婚行動を支配す

る中枢に関して結論を下すことができます。その解答は

皆様におまかせすることにしましよう。

このようにして,日 夜ハエとたわむれているわれわれ

の夢は,分子遺伝学のかげでやや低空飛行をつづけてき

たショウジョウバエを再び空高く舞い上らせようという

ものです。

IMS(医科研)サ イクロトロンとそれを用いた

核物性研究設備について

理学部の原子核実験グループと医科学研究所放射線科

のグループが共同で建設をすすめてきた新しいサイクロ

トロンが,こ のほど医科学研究所内に完成しました。

このサイクロトロンは,はからずもわが国において最

初に稼動した セクター集東型サイクロトロン (AVFサ
イクロトロン)と な りま した。この型の加速器は,現

在,大阪大学の核物理センター,東大原子核研究所およ

び放射線医学研究所においても建設中のもので,いろい

ろな特徴を備えています。特に強大なビーム電流が得ら

れるので原子核物理学のみならずその応用分野において

も大いに活躍 しているものです。私達のサイクロトロン

より得られるビームの特性を表に示します。第 1図の写

真に見られるように非常に小型ですが,現在のところわ

が国に存在するサイタロトロンの中で最も強いビーム電

流が得られます。

私達はこのサイクロトロンを用いるプロジェクトとし

て3つ の柱を立てています。即ち,

(1)高速中性子によるガンの治療,

*こ の計画の理学部側のリーダーは山崎敏光教授です

が在外中であるため,中井が執筆しました。

井 浩  二*(物理)

IMSサ ィクロ トロンよ り得 られ るビーム

左端がサイクロトロンで,左から順にO電磁石,

分岐電磁石,真空排気台,O電磁石が見えます。こ

の後,ま だまだいろいろな装置を据え付けるところ

です。

中

第 1図  サイクロトロン本体室。
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(2)医療用 お ょび研究用放射性 アイソトープの製

(3)原子核物理学 お よび核物性物理学の実験的研

究,

です。

いわゆるマシンタイムはこれらのプロジェクトにそれ

ぞれ約 1/3ずつとぃう配分で使用することになっていま

す。

ガンの治療には,コ バル ト・60等が放出するγ線や ,

ベータトロン等で発生されるX線がよく使われますが,

その場合にはいわゆる“酸素効果
ル

(酸素が存在すると放

射線の影響が強まる効果)があって,正常な部位に対す

る放射線効果 (損傷)の方が,酸素量の少ないガン組織

に対するものょり強まるという欠陥があります。それを

避けるには,陽子やそれ以上の重い荷電粒子を使うこと

が望まれます。高速中性子を治療に用いるのは,その中

性子による反跳陽子が利用されるので酸素効果の少ない

状態が得られるからです。私達のところでは, AVFサ
イクロトロンより得られる重陽子の強いビームをベリリ

ュームのターゲットに入射して強い中性子束を発生させ

ます。この中性子束は,も ともと相当よく集東された強

度分布になっていますが,更にコリメーターで細い中性

子のビームとして患者の患部に照射されるわけです。こ

の治療は, 昭和 49年 4月 から始める予定になってい

ます。

放射性アイツ トープは主としてガンの探知など診断に

用いられます。一般的に言って,正常な組織は異物の侵

入に対しこれを防ぐ機能をもっていますが,こ れに反し

ガン組織はその機能を失っているので体内におけるアイ

ソトープの吸収に一つの選択性が生じるわけです。しか

しもっと特殊な面白い問題もあります。例えば,イ ンジ

ュームのアイソトープをブレオマイシンにつけて患者に

のませるとそれがガンの部位に集まるということが最近

見つかっています。これらのいわゆる核医学という分野

は私達のような門外漢にも面白そうで重要な分野である

ことが解 ります。

この他にもアイソトープを利用したいろいろな研究が

考えられます。その中で,生体を対象とした研究の一つ

の特徴は,寿命が短 く比放射能の大きいアイソトープを

必要とすることでしよう。特に人体に適用するときは出

来るだけ短時間で消失することが望ましいわけです。ア

イソトープを自家生産出来ると,そのような研究が容易

になります。

もっと野心的な考えは,私達が行なっているインビー

ム原子核実験の技術を生物の研究に駆使することでしよ

う。そうすれば 10~。 秒から数分にわたる広範囲な時間

領域で生体現象を調べることが可能になります。ただし

この点については,未だ誰も計画してはおりません。

さて,私達の物理実験につきましては理学部の皆様の

御支援のおかげで,こ のサイクロトロンを用いた核物性

研究設備の設置が昭和 47年度より5ヵ 年にわたる計画

として認められました。この計画では,第 2図に示すよ

うに 3つの ビームコースを物理実験 のために設けるほ

か, ビームを任意の時間幅と間隔にパルス化する装置,

インビームで極低温実験を行なう設備など,特徴のある

物理実験装置を整えて行こうと考えております。そのう

ち,かなりの部分はすでに完成しており,サイクロトロ

ンの完成を待っていたという状態です。

私達はこの設備を使ってつぎのような研究を行ないま

す。

1.イ ンビーム核分光学

2.核モーメントと核構造の研究

3.核モーメントと物質の相互作用の研究

4.パルスビームによる核物理と物性物理
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5.極低温を用いた核物理と物性物理

6.高エネルギー実験の準備とテスト実験

これらの中で私達が特に興味をもっているものは,核
モーrン トをプローブとした核物性の研究であります。

原子核の磁気能率や電気四重極能率の測定は原子核構

造の研究にとって非常に重要です。これまで,私達はイ

ンピームスペクトロスコピーの手法を用いてこれらの核

モーメントの測定を行なって来ました。不安定核の核モ

ーメントの測定技術は過去数年の間に著しい進展を見ま

した。この研究において,私達はいろいろな技術を開発

し習得しました。そして今,私達は今後の課題として,

この技術を生かすため核モーメントをプローブとした物

性の研究を始めるべきだと考えています。

かつて,核磁気共鳴法が核モーメント測定法として登

場した後,物性の研究に大活躍をしたことと比べると,

不安定核を用いた新しい方法は, より高感度であるこ

と,物質のダイナミックな性質をよく反映できること,

安定核では得られない新 しいプローブを与えてくれるこ

となどの重要な特徴が考えられます。

核物性の他にも,私達は皆様の御協力と御指導の下に

この新 しい設備を用いて新しい可能性を意欲的に求めて

行きたいと考えています。

原子核の実験研究は一つの総合科合としての性格を持

っています。過去の歴史を見る時原子核の研究が一つの

技術を要求しそのために技術が開発された例がい くつも

見られます。真空技ai,高電圧技術,高周波技術,パル

スエレクトロニックス,データ処理技術,な どはその典

型的な例でありましょう。そのような総合性を備えた原

子核の実験技術がその周辺の分野と接すとときには必ず

やみのりの多い分野が拓かれるものと私は信じておりま

す。

これまで,私達のグループに与えて下さった御支援を

感rBIし ますと共に,今後も変らぬ御協力と御指導をお願

いする次第です。

私の読んだ本 (6)

坂 根 厳 夫 著

この本は黄緑の箱入で,箱に一つ目が現れていて,本
を動かすとその目玉の位置がかわる。本を箱から抜出す

と同色の布表紙の方に目がついていて,箱には日のサイ

ズの丸い穴があいていることがわかる。この箱にも布表

TiXに も写真が幾つかのっていて, また箱には “美の座

標"という題名の説明がありこの本の内容に興味をさそ

う。

朝日新聞に,「みんなの科学」という欄があるが, 毎

週 1回 1969年 1月 から 70年 5月 まで 55回にわた

ってこの欄にのせられた “美の座標"を もとにして一冊

の本にまとめたもので 55項 目からなっている。この本

は変形の小型で,180ペ ージあまりの中に写真が約 15o

枚,図版は約 50枚。読むというより見る方の本であろ

う。著者によると,身のまわ りの日常的のオモチャや風

物・技術の断片を変った視角から見直すというのがこの

本の大まかなねらいだったとのことである。すべての創

造行為は芸術をも含めて,見る人側の座標軸のおき方次

第で触発されるといってもよいという観点から,科学者

「美  の 座 標 」 (みすず書房,1973)

隆 (地質)

や美の演出家が試みてきた座標の転換の足跡をたどって

いる。そこには,美 と科学の交錯があり,ロ グルギス ト

とは一風変った筆致が,写真,図版と共に読者をたのし

ませる。

第 36項には無限階段と称して トリックを生かした芸

術についてのべている。非遠近法的な見方を実践したオ

ランダの版画家 Escherの 永久運動の水車の説明 もあ

る。私の手許に, この “ふしぎな作風"を持つ Escher

の画集 (英語版, 1961年発行)があるが, その序文に

よると,こ の版画家は画家の仲間よりも,数学者により

親近感を持っていたそうである。

この本にもおもしろい数学的 (図形を含めて)な項目

がある。門外漢ではあるが,それを先ず紹介しょう。

プラスチックの板の小片を 30枚つぎつぎに鳩日でつ

ないで球をつ くる。すると球面を五角形で十二等分した

形で,曲 った稜線を直線とみたてると正十二面体になっ

ている。鳩目を中心に板を少しずつひねり,ね じまわす

ようにしていくと球面は円筒状になり,小さくたたむよ

井藤

―- 13 -―



うにおしこむと星型の平面になってしまう。プラスチッ

クの板の片面を赤,他面を自く塗 りわけておくと赤を外

倶1に した球面と自を外側にした球面とは,どちらにも変

換できる (2.たためる球体)。

メビゥスの輪を衣装デザインに持ちこんだのが, メビ

ウスの ジャケット。 これは エリの裏側がひっくり返っ

て,ち ょうどメビゥスの輪を二つつないだ形になってい

る。その裁断図のみならず,ジ ャケットを着たモデルの

写真がのっている (13.メ ビウス・ジャケット)。

サッカーボールの製法は,数学的には「どうやって平

面のくみ合わせで球面に近づけるか」というノくズルに等

しい。黒自のだんだらのサッカーボールでは六角形 (自 )

と五角形 (黒)の組合わせで 32面体をつ くっている。

著者は,20枚の正六角形をつなぎ合わせると自然に 12

個の五角形の穴のあいた形ができる模型を与えている

(39.サ ッヵ―ボール)。

折り紙細工で作ったあかりのシェー ドをたてに切開い

てひろげると,きれいな一枚の平面になる。この折目は

ダイヤモンド型のくりかえしだけの単純な構成である。

ところが,こ のパターンは実は “吉村パターン"と いっ

て,ジ ェット機やロケットの機体強度の研究にも登場す

る。最近では,円筒ばか りでなく,どんな曲面でも折り

たためるパターンが存在することがわかったという。著

者は可展構造すなわち内倶1へたたみこめる構造の折り方

を示している (45.折紙の構造)。

正十二面体の隣合う五角形の頂点を一つおきに結ぶと

立方体が内接していることがわかる。この十二面体にナ

イフを入れて中の立方体を切り出し,ま わ りに残った六

つの屋根型を逆に内側にたたみこんでみるとピッタリき

れいに合わさってこの立方体に含まれる。この順序を逆

にたどると,一つのハコの中からそのハコを包みこむよ

うな十二面体が現れるという“魔法のハコ"になる (52.

ふしぎな十二面体)。

物理の世界では,モ アレ,シ ャドウ。マスク,220° の

超魚眼レンズ,岩下志麻・佐久間良子・八千草 薫の合

成美人モンタージュ写真,連続を切断するス トロボスコ

ープ等, しかし音響関係は全 く抜けていて,化学関係の

項目もない。生物関係では走査型電顕でとらえた印殻の

模様,造形的分類による貝の “星座"がある。地理関係

では時間軸地球儀がある。その他,建築 。デザイン等に

関連する幾多の項目が順序なしにけいさいされている。

岩石学関係のものをこの本に入れるとするならば,さ し

づめ,路傍の石の薄片の偏光頭微鏡写真であろうが,カ

ラー写真でないと,微妙な美しさは出ない。

この本を読んで,考えさせられた言葉がある。それは

人間は必要に応じて,連続なものを不連続にし,不連続

なものを連続にするということである。その受取 り方は

各人各様であろうが,面白い物の見方だと思う。

私 の 提 案 (5)

例によって小堀君におだてられてこのカラムに何か書

けとぃうことになり,安 うけあいをした。さて期限が近

づいて来たのでいささかあわてて,先号に何がのってい

るかなどと思ってめくってみたら有馬君のけっさくがあ

った。題 して羽田ショック? 御本人のショックのひど

さが甚だ大きかったせいか,編集者のうけたショックが

ひどかったせいか,多少よみずらい所がありましたが,

その御不満ぶりには全 く同感でした。しかしくりかえし

よんでいるうちにそれではどうしたらよいのかという具

体的な提案がないことに気がついた。便所をキタナクし

たり,台所をキタナクすることは一家の主婦の恥である

とすれば,教室をキタナクするのは一体誰の恥なのかと

宏 (動物)

いうことを考えてみたい。昔から息子の嫁を選ぶときは

相手方の台所と便所をみてこいという話をきいたことが

ある。甚だ古くさい次元の低いことをいうようだが,こ

の辺の所に基本的な真実があることも事実であろう。

さて標題の件だが,私も2年前から動物学教室 トイレ

ット部長 (但 し男子用のみ)を 自ら任命している。平素

学生諸君にせめておとし紙 (?わざと旧式な用語を使用

してごめん。実は水洗なのです)ぐ らいは不自由させぬ

と広言しているのですが,御多聞にもれず,こ ちらも教

力月前から次第に小使用がつまって来た。なにぶんにも

一つしかない便所なので事務を通じてヤイヤイ修理の催

促をしたが一向にきてくれない。そこで何とかならぬか

ア

山寺
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とトイレット部長自ら動き出したわけです。平素蓄積し

た科学的知識 をこのときこそ発揮 すべきであると考え

て,ま ず研究室から EDTA(キ レー ト剤),塩酸などの

薬品をもってこさせ,つ ぎつぎと流しこんでみたが多少

通りがよくなる程度で快通とはいかない。そこでいよい

よドライバーで目皿をはずしオソルオソル犯人をのぞい

てみたら, なんとそれが ヘアーであったという次第 で

す。2号館 3階における動物学教室の 40年の歴史を語

るべきものがこの奥底にもいろいろあるような気がして

一瞬げんじゅく (?)な念を抱きながら, ピンセットで

10月 理学部会合日誌

できるだけていちょうにとり出しましたが,奥の方はま

だ十分とれません。しかしどうやら流通の方は多少改善

されました。

教室にはそれぞれいろいろな業務を分担する方々がい

てそれぞれ持場持場で十分責任を果すという心がまえが

一番大切であるわけですが,同時にそれがキチンとやっ

ていけるような雰囲気が教室全体としてあるかないかと

いうことも甚だ重要な気がします。その辺あたりに教授

自身の最も大きな責任があるのではないでしょうか ?

3.研究生の期間延長の承認。

但し特に在学期間の長い研究生については,事情

をさらに詳しくきいた上で,了否の判断を学部長に

ゆだねることとした。

4.研究生入学の承認。

5.受託研究員受け入れの承認。

6.伊能忠敬の測量器地理学教室に保管する件の承認*

7.人事委員会報告 (寺山委員長)。

8,教務委員会報告 (岩堀委員長)。

9.地球物理研究施設長の選出。

永田施設長の後任 として福島 直教授が選出され

た。

なお地球物理研究施設長選出規約の一部を修正す

る件が新施設長から提案された。

10.寄附申込 2件の承認。

11.教育研究用部長保留金についての報告。各教室よ

り 11件の応募があった。

12.学内事情報告。

13.理学部新館についての報告。

14.昭和 51年度からの入試方法についての討論。

(*理学部広報 3巻 6号 4頁の記事参照)

1 日(月 ) 2:00～  4100

3日 (水)2:00～ 4:00

9日 (火)4:00～ 5:30

17日 (水)10:00～ 11:00

2:00～ 4:30

18日 (木)3:00～ 5:00

19日 (金)10:00～ 12:00

22日 (月 ) 4:00～ 6145

理学系研究科委員会

主任会議

教務委員会

人事委員会

教授会

アイソトープ委員会

紀要委員会

学部自治会と学部長会見

教 授 会 メ モ

10月 17日 (水)定例教授会

理学部四号館会議室

教授会にさきだち飯野教授 (植物)が「細菌べん毛の

形成とそのlrllき 」と題して,約一時間興味深い講演をさ

れた。(内容は 5頁に掲載)

1・ 前回議事録の承認。

2.人事異動等の報告,承認。

官 職

動異事人

助

助

助

助

助

手

　

質

質

質

学

物

室

働

教

地

地

地

化

地

仙

保

字

　

一

谷

村

水

藤

岡

氏

池

中

清

近

兼

手

手

手

手

手

名     発今年月日

z     48. 10.  1

りそ     48.  8. 10

道   48.9.3
ゥ1     48.  9。   1

16      48. 10.  1
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異動内容

転   任

休   職

休   職

復   職

助手に採用

備  考

静岡大学より



(講師以上)

教 室

地   質

教 室

官 職

助 教 授

名氏 発令年月日   異動内容

48.10.10  休   職

地物研  助教授

地 理   ″

情報研   ″

数 学  ″

数 学  助 手

天 文  ″

物 理  ″

昭和 48年 10

専門課程

天 文  学

等 松 隆 夫

塩 田 徹 治

上 野 健 繭

海 部 宣 男

須 田 英 博

アメリカ合衆国

大韓民国

アメリカ合衆国
ス エ ー プ ン

ドイツ連那共和国

ドイツ連那共和国

アメリカ合衆国

ドイツ連那共和国

10.23～   11.10

8～  10.16

1～ 49.8.31

lo. 4-49.10, 3

10. 1.´ 49. 9.30

10.31-49.10.31

10.25～ 49.10.2

渡 航 目的

トロントにおいて開催の
IFIP(国 際情報処理学連
盟)評議員会並びに同総
会に出席

ユタ州立大学およびアラ
モゴル ドにおいて成層圏

人気成分の研究
慶北大学において地理学
講義および地理学研究

スタンフォー ド研究所,

メリーランド大学,カ ロ
リンスカ研究所において
パターン確認とデータベ

ースの研究

ボン大学において代数幾

何学の研究

ボン大学において代数幾

何学の研究

国立電波天文台において

電波天文学の研究

国立電子シンクロトロン

研究所での電子陽電子相
互衝突装置を使用 した素

粒子実験の共同研究

研 究 期 間

48.9.17-49.6.15

and U Hya

外 国

氏

木 下 東

人 客 員 研 究 員

名      現    職

一 郎   米国コーネル大学教授

名

授

職

教

室

研報

教

情

国 籍

10月 海 外 渡 航 者

氏   名     渡航先国     渡航期間

後 藤 英 一  カナダ    10,8～ 10.21

夫

　

泰

秀

　

利

木

　

井

鈴

　

国

第
当捌難

　
同

難
架

月 1日 付授与者

氏   名

平 井 正 則

前 田 明 夫

理 学 博 士 学 位 授 与 者

論 文 題 目

Spectroscopic Observation of the Carbon Stars Y CVn

in the One‐ Micron Region

(炭素星 Y CVn,U Hyaの lμ 波長域での分光観測)

Variations of temperature fleld in the upper ocean

(海洋上層における温度場の変動)

ヒト下腿骨の力学的特質

―- 16 -―

木 村



学位規則第 3  秋 元 興 一
条 2項該当

松 本 幸 夫

岩 沢 康 裕

青 柳 玲 子

○第十回理学部名誉教授懇談会

10月 2日 (火)17.30～ 20.30頃 迄,本郷学士会館

分館において,恒例の名誉教授懇談会が行なわれた。理

学部名誉教授は現在 46人,そのうち 28人の先生方が

出席された。会は,部長の挨拶にはじまり,小堀助教授

の「アラビアの沙漠」についてのスライ ドを観賞,晩餐

の後,来賓の林総長より,大学の近況などをふくめ御挨

拶があった。つづいて,最年長の辻村太郎先生 (地理 ,

1890年生)か ら,名誉教授一年生 (?)の岩生周一先生

(地質)に いたる迄, いずれも御元気な御声で, 近況の

Excitonic Molecule.

I.  Calculation of the Binding Energy

II. The Case of Anisotropic Erective lllass

(励起子分子,第 I部 東縛エネルギーの計算

第Ⅱ部 異方的有効質量の場合 )

Knot cobordism groups and surgery in codilnension t、 vo

(結び目同境群 と余次元 2の手術理論 )

Catalysis by Organic Compounbs and Their Electron Donor¨ Acceptor

Complexes

(有機化合物とその電荷移動錯体による触媒作用の研究)

Photochemical Reaction of Friedelin and Norfriedelin in n― hexane

and the Syntheses of Putranjic and Putranjivic Acids

(フ リーデリンおよびノルフリーデリンの n―ヘキサン中における光化学反

応とプ トランジ酸およびプ トランジビ酸の合成)

お話があり,たのしい―夕であった。いずれそれらのお

話の一部は, また広報にも御寄稿頂きたいと考えてい

る。

同

同

○昭和 49年度大学院理学系研究科

博士課程学生選考について

(注)1.そ の他詳細 は, 49年度博士課程学生選挙

要項を参照すること。
2.出願期間は厳守する。指定の期間を過ぎた

場合は, どのょうな事情があっても,願書は

受理しない。

48年 10月 理学系研究科

出 願
資 格

本学において,昭
和49年月修土の学位

を得る見込みの者

本学において修
士の学位を得た者

本学以外の大学
において修士の学
位を得た者および
昭和49年 3月 修士
の学位を得る見込
みの者

1.

2.

お
士
と
を

に
修
上
程

学
の
以
課

大
院
等
る
者

助
対
銅昴
昧

外
て
程
め
了

い
課
認
修

願
間

出
期

49`千 1月 14日 (月 )

～1月 19日 (J■ )

49年 1月 28日 (月 )

～2月 9日 (土 )

試 験
期 日 各専門課程で定める

49年
1:習易談渠)

合格者
発 表

49年 3月 12日 (火 )

午前10時
49年 3月 12日 (火 )

午前10時
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1編頷継記11鮭刷熙稿〆国りの25日興臨 原補審撻p程

め大会んあわただしくなりまましl10月I木|も
―審さ

「

そ

り 軸 に「 き蒲 剛 聾 【き嘉―利 バとびこれ 本証 壺

翔勧ド るゎ類,擁難攣秘睦界爆 惨鱒鶴鯰鐸謄

漂顆 ‐き場曖輌重く時難 勁鷹し鶴 灘 m‐画選

蒲亀てコい起蒙副緩勢はじ机 4輸盗ともまこと整御|

多櫨うところを,m魯 極わし,詢濃参囃 まし

tのも 編集熱逆しても一麗たりとも数帯暑わ.しにでき

魂 今痴号もか亀りの轟になう置し鵡‐毎号ia蝙 |

都余醐齢課築嗜縄 額自分癖縫動ね1強くても,ユ|

肺欅嗜 鰯購b動員 学生をとお側 醐 滸 岬

1大へん萄難卜と喜bl彗す|:銅輸機闘麟穏 央銀理です。

簡裳則号の日江非発生0前華怖 譲植がありま納 =

c,m押 して1跛 を
―
岬

.聾

球の■ 饉詢鑽 い晨
‐す。

2真 左側 か ら3領  m■m‐450藝

5:薯 綱  上かる2.肴1薦   奇論議詳■講諦‐a苺

3興 右側■上か蒟 目  Omm:

鰯
蜘

一議

雄豫

鑢

ぶ
蟷

雛 了摯蝙 鋏絣
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